
学校番号 214 

 

令和２年度 地歴科 

 

教科 地歴 科目 日本史Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版「高校日本史Ｂ」 （山川出版） 

副教材等 図説日本史通覧 （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史を「なぜ」という疑問を持ちながら見る。 

・地域の歴史や生活文化など身近な歴史に触れる。 

・過去のわが国の歴史を踏まえながら、現在の日本の在り方を考える。 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史を考察する基本的な方法を理解している。 

・日本の歴史の展開を、地理的条件や世界の歴史と関連づけながら理解している。 

・現代の諸課題と歴史を結びつけ、歴史的観点から考察することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

原始・古代から近世に

至る歴史に対する関

心と課題意識を高め、

意欲的に追求してい

る。国家・社会の形成

者としての責任を果

たそうとする態度が

見られる。 

原始・古代から近世に

至る歴史的過程と生

活・文化の地域的特色

を多面的に考察して

いる。さらに歴史事象

から課題を見出して

公正に判断し、その過

程や結果を適切に表

現している。 

原始・古代から近世

に至る日本の歴史に

関する諸資料を収集

し、有用な情報を適

切に選択し、効果的

に活用している。 

原始・古代から近世

に至る日本の歴史に

ついての基本的事項

を、地理的状況や世

界の歴史と関連づけ

ながら理解し、その

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

授業での観察 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 
 

学 
 

期 

古 

代 

国 

家 

の 

形 

成 

と 

貴 

族 

文 

化 

の 

誕 

生 

                              

   

原始社会の生

活と文化 

１.更新世の日

本 

２．縄文文化 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:日本人の形成や旧石器時代の文化、及び縄文

文化の成立やその社会について関心を持ち、意

欲的に学習しようとしている。 

b:旧石器文化・縄文文化の特徴について、出土

資料などを通じて考察し、自分の考えを適切に

表現している。 

c:遺跡から出土した石器・土器などの遺物を観

察し、情報を正確に読み取っている。 

d: 旧石器文化・縄文文化の特徴に関する知識

を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

農耕社会の形

成と大陸文化の

摂取 

１．弥生文化と

小国家の形成 

 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:弥生文化の成立やその社会について関心を

持ち、日本列島における政治的統合が進んでい

った歴史的背景を意欲的に追求しようとして

いる。 

b:農業生産の始まりによって階級社会への移

行が進み、小国の分立へと展開したことを考察

し、自分の考えを適切に表現している。 

c:遺跡から出土した土器・金属器などの遺物か

ら情報を読み取るとともに、中国との交渉につ

いて文献資料から情報を正確に読み取ってい

る。 

d:農耕文化としての弥生文化の特色や、中国史

書に見える倭人の社会に関する知識を身につ

けている。 

定期考査 

ワークシート 



２．大和王権と

古墳文化 

 ○ ○ ○ a:古墳文化の展開と深い関連を持つ大和王権

の成立過程に関心を持ち、大陸から伝来した新

しい思想や文物などについて課題を設定し、意

欲的に追及しようとしている。 

b:大和王権が成立した背景、古墳文化の時期ご

との特色などを考察し、自分の考えを適切に表

現している。 

c:金石文や中国史書の内容を適切に読み取り、

古墳の副葬品の特色などについての情報を正

確に読み取っている。 

d:大和王権の成立過程やその支配構造に関す

る知識を身につけ、新たな大陸文化の伝来や古

墳文化の展開について理解している。 

定期考査 

ワークシート 

律令国家の形

成と古代文化の

展開 

１.飛鳥の朝廷と

文化 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

a:推古朝の国政改革や初の仏教文化である飛

鳥文化の展開に関心を持ち、意欲的に課題を追

求しようとしている。 

b: ６世紀に大和王権が直面した課題につい

て、東アジア世界の変動の中で国政改革が進ん

だことを考察している。 

c:推古朝の国政改革について文献資料を読解

するとともに、飛鳥文化の世界性を作品を通じ

て読み取っている。 

d:大和王権が東アジア世界の変動の中で動揺

したことを理解し、推古朝の諸改革に関する知

識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

２ .律令国家の

成立と白鳳文

化 

○ ○  ○ a:大化の改新を経て律令国家が形成されてい

く過程に関心を持ち、律令国家の仕組みに関す

る課題を意欲的に追求しようとしている。 

b: 律令国家の確立までに大化の改新などの大

きな変革を経なければならなかった歴史的背

景を考察している。 

c:改心の詔などの文献資料を読解するととも

に、官制図などから律令国家の仕組みの特色に

ついても読み取っている。 

d:律令国家の形成過程について理解し、律令国

家の仕組みに関する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 



３．平城京と天

平文化 

○  ○ ○ a:平城京における貴族や庶民の生活に関心を

持ち、奈良時代の文化の特色について課題を意

欲的に追求しようとしている。 

b:奈良時代の政治が激しい争いを生んだ背景

や、奈良時代の社会や文化に遣唐使が果たした

役割を考察している。 

c:平城京における人々の暮らしについて、平城

京の図や出土した木簡などの資料を活用して

適切に読み取っている。 

d:平城京における人々の暮らしについて理解

し、中央集権体制の仕組みや奈良時代の政治の

動向に関する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

摂関政治と文

化の和様化 

１．平安遷都と

唐風文化 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

○ 

a:平安遷都という変化が起こった歴史的背景

について関心を持ち、平安初期の政治と文化に

関する課題を意欲的に追求しようとしている。 

b:平安初期に律令体制の再建が進んだ背景に

ついて考察している。 

c:遷都の目的地に必要な条件として何が重視

されたか、地図から情報を適切に読み取ってい

る。 

d:平安初期の律令体制の再建について理解し、

新たな唐風文化に関する知識を身につけてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

２．貴族社会と

摂関政治 

 

 

 

○   ○ a:藤原氏が摂関政治という形で政権を独占し

たことに関心を持ち、その歴史的背景などの課

題を意欲的に追求しようとしている。 

b:摂関政治を成り立たせた理由や、その時代に

地方政治が転換した背景などを考察している。 

c:系図を活用し、藤原氏が天皇と密接な関係を

築いていたことを適切に読み取る。 

d:摂関政治の特色について理解し、地方政治の

転換と武士団の形成に関する知識を身につけ

ている。 

定期考査 

ワークシート 

２

学

期 



３．国風文化 

 

 

 

○  ○ ○ a:王朝貴族文化に関心を持ち、国風文化が形成

された歴史的背景について意欲的に課題を追

求しようとしている。 

b:日本の風土や生活に適応した文化が生まれ

たことを考察し、自分の考えを適切に表現して

いる。 

c:絵巻物などの絵画資料を活用し、貴族が送っ

ていた生活のイメージを具体的に描いている。 

d:国風文化期の東アジア情勢を理解し、国文学

の発達、浄土教の流行などに関する知識を身に

つけている。 

定期考査 

ワークシート

レポート 

４．院政と荘園 

 

 

 

○ ○  ○ a:院政という政治形態が生まれた歴史的背景

に関心を持ち、院政期の社会に関して意欲的に

課題を追求しようとしている。 

b:寄進地形荘園が広まった背景や院政の仕組

みとのかかわりについて考察している。 

c:寄進地形荘園について荘園絵図などから適

切な情報を読み取っている。 

d:寄進地形荘園の拡大について理解し、院政の

仕組みに関する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

５．平氏政権の

登場 

 

 

 

○   ○ a:院政と結びついた平氏が勢力を伸ばした歴

史的背景に関心を持ち、平氏政権の特徴につい

て意欲的に課題を追求しようとしている。 

b:武家政権としての平氏政権が成立した意義

を考察している。 

c:平家の栄華について『平家物語』の史料や平

家納経などの史料を素材に適切に読み取って

いる。 

d:平氏政権の成立に至るまでの武士社会の動

向を理解し、平氏政権の特色に関する知識を身

につけている。 

定期考査 

ワークシート 



中世社会の成

立 

１．鎌倉幕府の

誕生 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

○ 

a: 源頼朝のもとに武士が集まった理由に関心

をもち、鎌倉幕府の成立過程に関わる課題を意

欲的に追究しようとしている。 

b: 治承・寿永の内乱を経て成立した鎌倉幕府

の機構の特色や武士の生活について考察して

いる。 

c: 鎌倉時代の武士の館について『一遍上人絵

伝』などの絵画資料から情報を適切に読み取っ

ている。 

d: 守護・地頭などをはじめとする鎌倉幕府の

機構や将軍と御家人の関係について理解し、武

士の生活に関する基本的な知識を身につけて

いる。 

定期考査 

ワークシート 

２．執権による

政治 

 

 

 

○   ○ a: 鎌倉幕府で北条氏が台頭し、執権政治を進

めた背景に関心をもち、武家政権の成長に関す

る課題を意欲的に追究しようとしている。 

b: 鎌倉幕府が成立した時点での公武二元支配

から武家優位の支配体制に転換した経緯を考

察している。 

c: 地頭による土地支配について、実質的な支

配権が地頭に移行していく様子を下地中分の

絵図を活用して把握している。 

d: 北条氏が台頭した経緯と承久の乱の歴史的

意義を理解し、御成敗式目の特色など執権政治

に関する基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

３．元寇と社会

の変貌 

 

 

 

○   ○ a: ２度にわたる元寇がおこった歴史的背景に

関心をもち、鎌倉幕府に与えた影響などの課題

を意欲的に追究しようとしている。 

b: 東アジア情勢の変動をふまえ、元寇が鎌倉

幕府に与えた影響と御家人社会の変貌につい

て考察している。 

c: 宋銭の流入による貨幣経済の進展について

『一遍上人絵伝』に描かれた市場の様子などか

ら適切に情報を読み取っている。 

d: 元寇の背景や影響について理解し、貨幣経

済の進展や鎌倉幕府内における得宗権力の強

化などについて基本的な知識を身につけてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

武

家

社

会

の

形

成

と

生

活

文

化

の

め

ば

え 



４．鎌倉の仏教

と文化 

 

 

 

○  ○ ○ a: 鎌倉仏教がおこった背景に関心をもち、鎌

倉時代の文化に関する課題を意欲的に追究し

ようとしている。 

b: 武家社会の成立や庶民の経済活動の活発化

が文化に与えた影響を考察し、鎌倉文化の特色

について自分の言葉で適切に表現している。 

c: 武士や庶民の姿が表れた例として文献史料

や絵画資料から適切な情報を読み取っている 

d: 鎌倉時代におこった新たな仏教の特色につ

いて理解し、武士や庶民を題材にした文学や芸

術などに関する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート

レポート 

武家社会の形

成と東アジア 

１．室町幕府の

創設 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

○ 

a: 建武の新政が短期間で崩壊した背景に関心

をもち、室町幕府の成立に関わる課題を意欲的

に追究しようとしている。 

b: 南北朝の動乱が長期化・全国化した背景、

及び室町幕府の成立過程について考察してい

る。 

c: 建武の新政をめぐる混乱の状況について

『二条河原落書』の史料からわかる情報を適切

に読み取っている。 

d: 鎌倉幕府の滅亡から室町幕府の創設にいた

る歴史的推移を理解し、室町幕府のしくみや守

護による地方支配の様子などに関する知識を

身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

２．倭寇と東ア

ジアの交易 

 

 

 

○  ○ ○ a: 中世の東アジア海域で活動した倭寇に関心

をもち、東アジアの交易に関する課題を意欲的

に追究しようとしている。 

b: 倭寇の活発な動きを背景に日明貿易や日朝

貿易が展開したことを考察し、琉球・蝦夷地を

含む東アジア世界について自分の言葉で適切

に表現している。 

c: 倭寇が活動した地域の分布などについて，

東アジアの地図から情報を適切に読み取って

いる。 

d: 倭寇の活動や日明貿易・日朝貿易の展開を

世界史的視野から理解し、琉球・蝦夷地との関

係を含めて基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

３

学

期 



３・下剋上の社

会と戦国大名 

 

 

 

○   ○ a: 自治都市や港町などの中世都市が発達した

ことに関心をもち、下剋上の社会に関する課題

を意欲的に追究しようとしている。 

b: 下剋上の動向を進めた主体としての民衆の

活動の基礎となった産業経済の発達について

考察している。 

c: 惣掟の史料や徳政碑文などの金石文を活用

して、惣村の活動や民衆の一揆をめぐる状況に

関する情報を適切に読み取っている。 

d: 産業の発達と惣村の形成について理解する

とともに、応仁の乱から戦国の争乱にいたる経

緯に関する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

４．室町文化 

 

 

○  ○ ○ a: 金閣や銀閣の構造にみられる特色に関心を

もち、室町文化に関する課題を意欲的に追究し

ようとしている。 

b: 武家文化と公家文化の融合が進んだ背景を

考察し、室町文化の特色について自分の言葉で

適切に表現している。 

c: 書院造や衣食住の生活文化などを例に、今

日の文化の源流につらなる要素がみられるこ

とを読み取っている。 

d: 南北朝時代の文化、北山文化、東山文化の

それぞれの特色を理解し、文化史的事象に関す

る知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート

レポート 

ヨーロッパ文化

との接触と国内

統一 

１．ヨーロッパ文

化との接触 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

○ 

a: 日本が初めてヨーロッパ文化と接触した歴

史的背景に関心をもち、鉄砲やキリスト教の伝

来をめぐる課題を意欲的に追究しようとして

いる。 

b: スペイン・ポルトガルの勢力が東アジア海

域に出現した歴史的背景を考察し、大航海時代

という世界史的視野のなかにおける日本の位

置を自分の言葉で適切に表現している。 

c: 大航海時代におけるヨーロッパ諸国の動向

について、当時の世界地図から必要な情報を適

切に読み取っている。 

d: 大航海時代におけるスペイン・ポルトガル

の動向を理解し、鉄砲とキリスト教の伝来に関

する基本的な知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

近

世

社

会

の

形

成

と

庶

民

文

化

の

展

開 



２．織豊政権に

よる全国統一 

 

 

○ ○  ○ a: 織田信長や豊臣秀吉の統一事業に関心をも

ち、豊臣政権の政策がもたらした社会的変革に

関する課題を意欲的に追究しようとしている。 

b: 豊臣秀吉が実行した検地・刀狩の目的や結

果を考察している。 

c: 刀狩の実施をめぐる豊臣秀吉の意図やその

内容について、刀狩令の史料から情報を適切に

読み取っている 

d: 織田信長と豊臣秀吉の天下統一の過程につ

いて理解し、検地と刀狩、朝鮮侵略に関する知

識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

３．桃山文化 

 

 

 

○  ○ ○ a: 城郭建築などに関心をもち、桃山文化の特

色に関して意欲的に課題を追究しようとして

いる。 

b: 桃山文化が成立した背景を考察し、大名や

豪商の動きについて自分の言葉で適切に表現

している。 

c: 桃山文化を象徴する城郭建築にはどのよう

な特色があるか写真や図版などを活用して情

報を適切に読み取っている。d: 桃山文化の特

色について理解し、茶道や芸能、南蛮文化に関

する知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


